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国 土 交 通 省 中 部 地 方 整 備 局

岐 阜 県

お 知 ら せ

揖斐川町東横山地内地すべりについて（第１１報）

１．場 所 岐阜県揖斐郡揖斐川町大字東横山地内

２．概 要 （５月１４日１９時現在）

現時点では、昨日の午前８時頃に発生した崩壊以降、大規模な崩壊は起きておりま

せん。落石等の動きもおさまっています。

なお、本日午後、地すべり専門家等による現地調査を再度行った結果、

・地すべり土塊は残存しているが、地すべり範囲の拡大の危険は少ないと思われ

る。

・落石は昨日より減っており、地すべりの動きは沈静化し、地すべり土塊の安定

度は上がっている。

・伸縮計を４ヶ所、明朝より早急に設置し、降雨時の安全管理や伸縮計の基準値

を検討すること。

との所見を得ています。

そこで、明朝より地すべりを監視する計器の設置や所要調査に着手し、応急工事の

検討・準備に入ります。さらなる崩壊の可能性が残されていますので、引き続き厳重

に監視し情報を発信してまいります。

付近住民及び関係者の方は、現場や下流の河川に近寄らないように十分注意してい

ただくと共に、県や揖斐川町が発表する情報に気をつけて下さい。

３．現時点の対応状況

・国土交通省中部地方整備局

非常体制を継続中。

・国土交通省木曽川上流・下流河川事務所・横山ダム工事事務所

河川パトロールにより、河川利用者に対し、河川に立ち入らないように注意喚起を

実施。引き続き、河川の監視に努める。

横山ダムへの流入量及び貯水容量の把握に努める。

・岐阜県県土整備部

非常体制を継続中。

・現地の国土交通省越美山系砂防事務所及び岐阜県揖斐土木事務所

今後とも注意深く監視するとともに、河川の安全確保に努める。

４．緊急時の対応

今後、新たな崩壊により完全に揖斐川がせき止められた場合には、一時的に上流横

山ダムの放流を停止し、二次災害防止を図りつつ仮排水路に着手する予定。

５．配布先 中部地方整備局記者クラブ、岐阜県政記者クラブ、三重県政記者クラブ

６．問い合わせ先

国土交通省 中部地方整備局 河川部 河川調整官 小林 稔

TEL 052-953-8148(代)

国土交通省 中部地方整備局 越美山系砂防事務所 副所長 大石 誠

TEL 0585-22-2161（代）

岐 阜 県 県 土 整 備 部 河川課 課長補佐 山口 公永

（ ）TEL 058-272-1111 内線3728

岐 阜 県 県 土 整 備 部 砂防課 技術主査 武藤 良幸

TEL 058-272-1111（内線3743)


